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さ
る
１
月
20
日
、
金
沢
教
区
と
金
沢

別
院
・
鶴
来
別
院
合
同
の
「
新
年
互
礼

会
」
が
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
金
沢
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

教
区
内
の
僧
侶
・
門
徒
と
職
員
、
総

勢
66
名
が
出
席
し
た
。

　

井
上

と
も
ひ
ろ

朋
裕
氏
（
第
七
組 

光
德
寺
）
司

会
の
も
と
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

営
ま
れ
た
。
初
め
に
、
髙
桒
敬
和
教
務

所
長(

金
沢
別
院
輪
番)

が
年
頭
の
挨

拶
に
立
ち
、
教
区
改
編
に
つ
い
て
も
述

べ
た
。
続
い
て
坂
本
学
教
区
会
議
長

（
第
六
組 

等
雲
寺
）
よ
り
乾
杯
の
発
声

を
頂
き
、
会
が
始
ま
っ
た
。

　

昨
年
よ
り
多
く
の
方
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
住
職
の
み

な
ら
ず
、
若
院
や
坊
守
、
門
徒

の
参
加
も
多
く
、
テ
ー
ブ
ル

を
移
動
し
て
歓
談
す
る
な
ど

交
流
を
深
め
合
い
、
笑
顔
溢

れ
る
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
山
本
外
雄
教
区

門
徒
会
長
よ
り
お
開
き
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
閉
会
し
た
。

　

１
月
16
日
に
金
沢
別
院
講

堂
に
お
い
て
第
５
回
「
能
登

教
区
・
金
沢
教
区
新
教
区
準

備
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
両

教
区
の
僧
侶
・
門
徒
28
名
の

委
員
が
出
席
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
能
登
教

区
と
の
合
併
（
２
０
２
８
年
７
月
・
新

教
区
発
足
）
に
向
け
た
諸
課
題
に
つ
い

て
、
組
織
・
財
務
・
教
化
・
将
来
構
想
の

分
野
別
に
各
小
委
員
会
を
設
定
し
て

協
議
を
継
続
し
て
き
た
。

　

今
回
は
、
全
体
会
と
い
う
こ
と
で
各

小
委
員
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
諸
課
題
が
共
有
さ
れ
た
。

組
織
面
で
は
新
教
区
の
教
務
所
事
務
、

財
務
面
で
は
宗
派
経
常
費
御
依
頼
割

当
、
教
化
面
で
は
教
化
体
制
、
将
来
構

想
の
面
で
は
両
教
区
の
現
状
と
今
後

の
展
望
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
特
に
能
登
教
区
か
ら
心
配
の

声
が
上
が
っ
て
い
た
、
引
越
し
の
後
、

地
元
の
寺
院
と
の
ご
縁
が
離
れ
て
し

ま
う
、
い
わ
ゆ
る
「
離
郷
門
徒
」
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
す
で
に
現
在
金
沢
教
区

で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
転
居
門
徒
に

必
ず
所
属
寺
院
へ
の
連
絡
を
促
す
」
と

い
う
は
た
ら
き
か
け
の
周
知
を
両
教

区
で
強
化
す
る
方
針
で
一
致
し
た
。
具

体
策
と
し
て
、
転
居
門
徒
向
け
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
『
ご
門
徒
の
皆
さ
ま
へ　

―

郷

里
の
お
寺
と
の
ご
縁
を
つ
な
ぐ―

　

』

を
発
刊
し
、
県
内
葬
儀
社
等
に
も
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
置
し
、
協
力
を
依
頼
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

新
教
区
発
足
に
向
け
て
着
実
な
準

備
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
も
協
議
を
重

ね
、
合
併
前
で
も
共
同
で
で
き
る
事
業

は
鋭
意
行
っ
て
い
く
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
散
会
し
た
。

　

さ
る
１
月
27
日
、「
金
沢
教
区
解
放

運
動
推
進
委
員
会
」
が
主
催
し
、
２
０

２
５
年
６
月
に
訪
問
し
た
群
馬
県
草

津
町
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
「
栗

生
楽
泉
園
」
で
の
現
地
学
習
を
受
け

て
、
金
沢
真
宗
会
館
ホ
ー
ル
で
報
告
学

習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

 

講
師
の
朝
比
奈
高
昭
氏
（
群
馬
県
高

崎
市 

専
精
寺
）
に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
参
加
い

た
だ
き
、
栗
生
楽
泉
園
に
住
む
、「
栗
生

崇
信
会
」
の
田
中
光
憲
氏
と
の
対
話
の

動
画
を
視
聴
し
、
栗
生
楽
泉
園
成
立
以

前
の
草
津
温
泉
の
歴
史
や
、
湯
治
場
と

し
て
多
く
の
病
者
が
集
ま
っ
て
い
た

経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

６
月
に
訪
問
し
た
委
員
は
、
重
監
房

跡
地
を
見
学
し
、「
自
分
は
入
れ
ら
れ

る
側
か
、
入
れ
る
側
か
」
と
い
う
問
い

を
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
語
っ
た
。
そ
れ

は
、「
理
解
者
」「
支
援
者
」
と
い
う
安
全

な
立
場
に
い
た
自
分
自
身
が
揺
さ
ぶ

ら
れ
る
体
験
だ
っ
た
と
い
う
。

　

私
に
と
っ
て
、
も
う
一
つ
の
課
題
は

「
菊
池
事
件
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
１
９

５
０
年
代
に
熊
本
県
で
起
き
た
事
件

で
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
元
患
者
が
殺
人
の

罪
に
問
わ
れ
た
が
、
偏
見
と
差
別
の
中

で
十
分
な
弁
護
や
審
理
が
な
さ
れ
な

い
ま
ま
死
刑
判
決
を
受
け
、
後
に

え
ん
ざ
い

冤
罪

の
可
能
性
が
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
人
間
と
し
て
裁
か
れ
る

こ
と
す
ら
許
さ
れ
な
か
っ
た
現
実
が

あ
っ
た
。

　

再
審
請
求
が
行
わ
れ
た
が
棄
却
さ

れ
た
こ
と
を
知
り
、
問
題
が
い
ま
も
終

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　

差
別
の
構
造
は
、
形
を
変
え
な
が

ら
、
い
ま
も
社
会
の
中
に
生
き
て
い

る
。
教
区
と
し
て
現
地
訪
問
の
機
会
を

続
け
る
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
思
う
。
ハ
ン
セ
ン
病
や
感
染
症
へ

の
「
差
別
問
題
」
が
い
つ
か
自
身
の
話

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
学
べ
る
場
と
し

て
、
ご
一
緒
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
増

え
る
こ
と
を
望
む
ば
か
り
だ
。

長
井
誓
子（
第
九
河
北
組 

智
證
寺
）

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
」

現
地
学
習
報
告
会

－

く
り 

う 

ら
く
せ
ん
え
ん

栗
生
楽
泉
園
を
訪
問
し
て 

－

新
教
区
準
備
委
員
会 

開
催

 
教
区
改
編
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
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